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糖尿病 ⑥　合併症を防ぐために、全身の検査を定期的に

（臨床検査技師：川瀬　康博）

（看護師：石田　智利世）

病気と賢くつきあう！！ 慢性疾患を知ろう
シ リ ー ズ
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～三大合併症～～三大合併症～　国内における糖尿病患者（糖尿病が強く疑われる人を含む）

は約 950万人、さらにその予備軍は1,100 万人といわれて

います。糖尿病は合併症を発症することが多く、網膜症・

腎症・神経障害が3大合併症です。糖尿病の治療には血糖値

のコントロールはもちろんですが、合併症の発症や進行を防ぐ

ことがとても重要です。しかし、糖尿病合併症の発症初期は

自覚症状がないことが多いため、検査して発見することが

大事です。三大合併症以外にも、動脈硬化症を引き起こし、

高血圧、心筋梗塞、脳卒中など全身にわたって障害を起こし

ます。糖尿病と診断されたら、合併症がすでに起こっている

か、起こっていたらどの程度進んでいるのか、また、治療が

はじまってからも、今合併症がどうなっているのかを調べる

ために定期的に検査を受けて下さい。

●糖尿病性神経障害
　自律神経に障害が起こります。しびれや感覚
　のにぶりなどに始まり、悪化すると壊疽
　（えそ）を起こし、足の切断となることも…。

●糖尿病性網膜症
　血行障害から眼底の血管がつまり、出血など
　を起こす糖尿病網膜症などを発症。視力の
　低下や失明になることも…。

●糖尿病性腎症
　血液のろ過がうまくできなくなります。人工
　透析になってしまうことも…。

　浦和民主診療所では、健診結果で脂質異常症と診断

された方へ、早期に心筋梗塞や脳梗塞の予防をしていただ

くため、生活改善の栄養指導や血液検査・動脈硬化の検査

（ABI）を盛り込んだ脂質改善プログラムを実施しており

ます。

　「脂質異常症」とは、血液中のLDL（悪玉）コレステロー

ルや中性脂肪が増えすぎたり、HDL（善玉）コレステロー

ルが少なくなる状態のことです。LDLコレステロールが

血管の壁にたまると、血管の内側が狭く硬くなり血液が

流れにくくなります。この状態を「動脈硬化」といいます。

痛みや、かゆみなどの自覚症状がないことが多いため放置

されがちです。動脈硬化が進むと脳や心臓の血流が悪くな

り、血管の壁が破れて血栓ができ血管がつまったりします。

脂質の高い状態が続くと、脳→脳梗塞　心臓→心筋梗塞・

狭心症　足→閉塞性動脈

硬化症などの病気を発症

する危険性が高くなります。

　2015年度、脂質異常症

改善プログラムを実施した

方は、40代2名、50代

3名、60代2名、70代2名いらっしゃい

ました。そのうち、脂質異常症が改善し

た方は5名、体重が2～8kg減少した方は3名でした。

　「ちょっと太ってきた」「コレステロールが高い」と言われ

たら、次の健診まで何もしないで過ごすより、脂質異常症

改善プログラムを利用して、「今何に気をつけたらいい

のか」を明確にして将来的に動脈硬化にならないように

一緒に頑張りま

しょう。

　ご希望の方

は、検 査 の 予

約が必要となり

ますので、お電

話をください。

（ケアマネージャー：近藤　ゆかり）
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　寝たきりや認知症になりやすい要因は、家に閉じこ

もり、刺激の少ない生活を送ることと言われています。

軽度の認知症であれば、外出し自宅とは異なる場所で、

多くの人と会話したり、運動、レクリエーションをする

など、刺激と緊張を得ることがとても大切です。また、

認知症の症状があっても進行させずに現状維持する

ことも可能と言われています。

　介護保険を利用せずに自ら行動できる方は、それを

継続することが大切なのですが、介護保険では通所

介護（デイサービス）や通所リハビリ（デイケア）という

ものがあり、本人の希望することや生活する上で必要

な力を維持向上するための計画をもとに、専門のスタッ

フと活動をすることができます。

　自宅から施設までの送迎も行われるため定期的に利

用することが出来、健康チェックによる身体状況の確認

も可能です。安全に日常生活が送れるようにリハビリを

し、必要な福祉用具の提案も受けられます。また、それ

ぞれの事業所ごとに短時間の運動を中心に行ったり、

大きなお風呂に入れたり、こだわりの食材での昼食が

食べられたり、運動会やクリス

マス会等の行事など・・・様々

な特色のある企画があります。

　「デイサービスなんて、歌を歌って、折り紙して、

お絵描きするところでしょ。そんなところに行くなんて

恥ずかしくて嫌だわ」と提案を拒否された方でも「まず

どんな所か見学しましょう」とご一緒すると、満面の

笑顔で懐かしい歌を歌い、その歌の流行った時代の

話題に同年代の方と花が咲きます。「また来たいわ」

「元気になったわ」と言っていただけることもありま

した。定期的に外出できる場があることで家族とも

適切な距離感が保たれ、在宅での生活の維持も可能

になっていると思われる場面も多くあります。

　身体も頭も気持ちも健康で過ごしていくために、

皆さんはどんな機会をお持ちですか？ 介護保険サー

ビスの「デイサービス」や「デイケア」の利用も、そんな

機会のひとつとして、ぜひお気軽にご相談ください。

「デイサービス」ってどんなところ？ 

　ふくらはぎにある末梢神経の一つである腓腹（ひふく）神経に電気

刺激を与え、興奮が伝わる速度（神経伝導速度）と大きさ（活動電位

振幅）を測定し、糖尿病性末梢神経障害（DPN）の程度を簡単に

検査します。

　初期から進行する神経障害は、糖尿病患者の 4割が発症すること

がわかっています。神経障害のうち、両手両足の末端の神経より

障害が進行する糖尿病性末梢神経障害は、

まったく自覚症状を伴わない場合も多く、

治療をしないまま放置しておくことによっ

て、足の潰瘍や壊疽など重篤な事態にも

つながるため、早期のチェックが重要です。

＜全身を管理するための検査＞
神経……神経伝導検査（DPN）
皮膚……足チェック
目………眼底検査、視力検査

膵臓、肝臓など……腹部超音波、CT
心臓……心電図、心臓超音波

脳………CT

血管（動脈硬化）
　　……血圧測定、血圧脈波、頸動脈超音波

腎臓……尿検査（尿中アルブミン、尿タンパク）
　　　　血液検査（eGFR、クレアチニン、BUN）

神経伝導検査（DPN）
今年度から
当院でも導入！！

脂質異常症って、ほっとくと意外と怖い？脂質異常症って、ほっとくと意外と怖い？
～脂質異常症　改善プログラム～

粥腫

コレステロールが
取り込まれた細胞
（泡沫細胞）
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動脈硬化を起こした血管

動脈硬化とは
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脂質異常症改善プログラム・実施基準
●腹囲　男性 85ｃｍ以上　女性 90ｃｍ以上　　　　

●BMI　２３以上

●血液検査のＬＤＬコレステロール値１５０以上

「虹の箱」のコーナーはお休みさせていただきました。


